二宮町の被害想定
１　想定地震

　大正型関東地震
①被災市町村   ：二宮町
②発生日時　　 ：令和元年11月28日(木)午前９時
③震源地       ：相模トラフ
④地震の規模   ：マグニチュード8.2
⑤震度         ：藤沢市　震度６強から震度７
⑥津波         ：津波警報の発令あり(当町被害なし)
⑦被害状況　　　 ：不明

２　災害対策本部の開設状況

地震発生後、第一報は３分程度、詳細は５分後に発表され、１０分経過した時点で、二宮町庁舎内に町災害対策本部を設置した。また、ほぼ同時刻に県災害対策本部も設置された。

３　二宮町庁舎の被害状況

・窓ガラスや壁の一部にひび割れが入ったが、軽微な被害にとどまっており、余震等による被害の拡大及び危険性はない。

・地震直後に停電したが自家発電装置が起動し、非常電源を確保した。

・通信施設（電話、FAX）、コンピューターシステムの被害なし。

４　交通施設の被害状況

（1） 道路被害及び交通状況

ア　緊急交通路（一般車両の通行不可）
・県公安委員会が各道路管理者との協議により大地震発生時における緊急交通路指定想定路線の中から指定する路線。
・被災者の避難及び救出・救助。消火活動等に使用される緊急車両（自衛隊、消防、警察）及びこの活動を支援する車両（啓開活動作業者）のみ通行可能となります。緊急交通路は、救出・救助活動が一段落した後は『緊急輸送路』に移行します。
　イ　第１次緊急輸送路線（20倍～50倍の渋滞）
・高規格幹線道路、一般国道等で構成する広域的ネットワーク、及び港湾等に連絡する路線で緊急輸送路の骨格をなす路線です。
※小田原厚木道路及び西湘バイパスは通行止め
　ウ　第２次緊急輸送路線（30倍～40倍の渋滞）
　・第一次緊急輸送道路を補完し、地域的ネットワークを形成する路線、及び市町村庁舎等を連絡する路線です。
　エ　　橋りょう
　　・緊急輸送路における落橋はない。
（2） 公共交通機関　（鉄道、バス）
ア　鉄道
・ＪＲ東海道線
上野駅～熱海駅間が運休。
６日後(12月４日)小田原駅～熱海駅間で運行開始
７日後(12月５日)上野駅～小田原駅間で運行開始
イ　バス
町内のバスは７日後(12月5日)に通常運行の半数で運行開始。
５　午前９時10分までに発生している被害状況

全壊、半壊を合わせて約5,660棟の建物が被災している。
６　火災の発生状況
地震発生後、東部(下町)地区を中心に火災が発生し、町内で10件の火災が発生している。

延焼火災等により約740棟に被害が出ている。

住宅が密集し、街路が閉塞されているため消火活動が困難なエリアが生じている。
７　津波被害

特になし。
８　液状化危険度

　特になし。

９　崖崩れ

二宮町内の急傾斜地崩壊危険区域は2か所ある。崖崩れによる建物被害は特に発生していない。
10　 町で備蓄している判定備品（保管場所：　　　　　　　） 
	名称
	数量

	判定調査表
(枚)
	Ｗ造
	Ｓ造
	ＲＣ造

	
	50
	30
	40

	判定標識
(枚)
	調査済
	要注意
	危　険

	
	100
	100
	100

	その他

判定備品
	ヘルメット10　ナップザック5　
下げ振り5　クラックスケール5　
画板10　コンベックス10


11　　ライフラインの生活障害の状況
二宮町世帯数：11,441世帯　人口：27,755人
	影響世帯

	水道
	21,010
	人

	
	電気
	23,390
	軒

	
	都市ガス
	1,740
	世帯

	
	ＬＰガス
	80
	世帯

	
	電話
	10,240
	回線

	応急復旧

作業日数
	水道
	30
	日

	
	電気
	７
	日

	
	都市ガス
	14
	日

	
	ＬＰガス
	3
	日

	
	電話
	7
	日


12　　応急危険度判定士数
	
	行政職員判定士登録者数
（行政職員ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ登録数）
	民間判定士

登録者数

	全国
	28,866人
	81,509人

	神奈川県
	1,525人
	10,990人

	二宮町
	3人（1人）
	35人


13　判定拠点と成り得る公共施設・耐震性及び電気、水道、ガス、通信等の設備の機能が確保されている公共施設

　・元町北防災コミュニティーセンター

・山西防災コミュニティーセンター

・中里防災コミュニティーセンター

・一色防災コミュニティーセンター
14  宿泊施設

　特になし。
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